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カガクへのカガクへの視点視点
巻頭エッセイ

これを読まれているみなさんは，自分は「若
手」だと自負されているだろうか？ とっく

の昔に退官された名誉教授の先生が，いつまでも
若手の気持ちをもっておられる微笑ましい事例も
多々あるが，ここでは学部生・大学院生から博士
号取得後 15年ほどの 40歳くらいまでを「若手」
とざっくり呼びつつ，それよりもシニアな方がた
にも関心をもっていただけるような話をしたいと
思う．ちなみに筆者は，もはや若手とは呼ばれな
くなりつつある立場にいる．
単刀直入にいって，現在，若手にはさまざまな

支援（経済的支援・キャリア支援など）が実施され
ている．とくに，博士後期課程進学者への支援が
手厚いようである．たとえば，科学技術イノベー
ション創出に向けた大学フェローシップ創設事業
や次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）
では，生活費として（十分かどうかは別にして）
年間 180万円以上が支援されるようになってい
る．創発的研究支援事業におけるリサーチアシ
スタント（RA）の雇用支援も追加された．この背
景には，2021年に閣議決定された第 6期科学技
術・イノベーション基本計画がある．そのなかで，
2025年度までに生活費相当額を受給する博士後
期課程学生を従来（進学者のうち約 1割）の 3倍
（約 22,500人）に増加させるという目標が設定さ
れた．この目標に向けて，上記のような支援が整
備されていっている．この目標が設定された背景
には，日本における博士後期課程入学者数が年々
減っており，行政でも産業界でも，それが危惧さ
れていることがあげられる．
このような支援に後押しされて博士後期課程に進学し，

数年後に博士号を取ったとしよう．そして，「博士号を取っ
たあとのことは，みなさんのこれからの頑張り次第です！」
という言葉でやる気のでる人は，ぜひ頑張ってほしい．
一方，博士号取得後のことを心配する人のためには，さ

まざまなキャリア支援がなされている．たとえば，卓越大
学院プログラムなどでのインターンシップである．大学の
研究室の外でさまざまな機会に触れることで，博士号取得
後のキャリアを大学院生のあいだから考えてもらう．また，
産業界とアカデミアとの人材交流によって，博士人材の流

動性も高めようというものである．筆者の感覚
であるが，産業界での博士の需要は高まってい
る．博士を採用した企業の税優遇もある．企業
から社員を博士課程に派遣する取組みも増えて
いる．アカデミアの若手研究職の給与や待遇も
上昇している．このように，行政と産業界，ア
カデミアが博士後期課程への進学を後押してい
るといえよう．
博士号取得などに興味をおもちの方は，自分
で調べてみてほしい．先述した事業の詳細や，
たとえば，文部科学省の科学技術・学術審議会
の人材委員会で現状分析や検討がなされている
ことが見つかるだろう．そういったことを何も
気にせず，がむしゃらに研究することが向いて
いる人もいる．そういう人も社会には必要であ
る．しかし，自らの将来設計をきちんと考えて
行動する人も社会には必要である．
以上を読んで，「露骨な博士推しだなぁ」と感
じた人もいるだろう．うがった見方ができるの
は，研究者に必要な資質である．筆者がここで
本当に伝えたいことは，「研究の現場にいる若
手の学生や研究者が，自らを支援する制度，自
らを取り巻く環境，それらを自らの手で変えて
いきませんか」ということである．できないこ
とはない．同じ思いの人が集まり，現状をきち
んと分析して，行政から頼りにされるような存
在になればよいのである．そういう思いの人た
ちが集まって，日本科学振興協会（JAAS）とい
う NPO団体を 2022年に立ち上げた．シニア

な方がたも一緒に協力し，応援してくれている．研究支
援に携わる方がたや，科学関連のさまざまな人たちも加
わって，一緒に活動している．いろんな取組みがあるこ
とが大切である．気心の知れた仲間とさまざまなことに
挑戦してみてほしい．もしまわりに仲間がいなければ，
JAASを一度覗いてみるのも一興だろう．
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